
原文（出典：The Feynman Lectures on Physics, Volume I – 2. Basic Physics 2–1 
Introduction より後半部分（チェスの喩えが終わったあたりから。2951字。） 
 
The third way to tell whether our ideas are right is relatively crude but probably the most powerful of 
them all. That is, by rough approximation. While we may not be able to tell why Alekhine moves this 
particular piece, perhaps we can roughly understand that he is gathering his pieces around the king to 
protect it, more or less, since that is the sensible thing to do in the circumstances. In the same way, we 
can often understand nature, more or less, without being able to see what every little piece is doing, in 
terms of our understanding of the game. 
 
At first the phenomena of nature were roughly divided into classes, like heat, electricity, mechanics, 
magnetism, properties of substances, chemical phenomena, light or optics, x-rays, nuclear physics, 
gravitation, meson phenomena, etc. However, the aim is to see complete nature as different aspects of one 
set of phenomena. That is the problem in basic theoretical physics, today—to find the laws behind 
experiment; to amalgamate these classes. Historically, we have always been able to amalgamate them, 
but as time goes on new things are found. We were amalgamating very well, when all of a sudden x-rays 
were found. Then we amalgamated some more, and mesons were found. Therefore, at any stage of the 
game, it always looks rather messy. A great deal is amalgamated, but there are always many wires or 
threads hanging out in all directions. That is the situation today, which we shall try to describe. 
 
Some historic examples of amalgamation are the following. First, take heat and mechanics. When atoms 
are in motion, the more motion, the more heat the system contains, and so heat and all temperature 
effects can be represented by the laws of mechanics. Another tremendous amalgamation was the 
discovery of the relation between electricity, magnetism, and light, which were found to be different 
aspects of the same thing, which we call today the electromagnetic field. Another amalgamation is the 
unification of chemical phenomena, the various properties of various substances, and the behavior of 
atomic particles, which is in the quantum mechanics of chemistry. 
 
The question is, of course, is it going to be possible to amalgamate everything, and merely discover that 
this world represents different aspects of one thing? Nobody knows. All we know is that as we go along, 
we find that we can amalgamate pieces, and then we find some pieces that do not fit, and we keep trying 
to put the jigsaw puzzle together. Whether there are a finite number of pieces, and whether there is even 
a border to the puzzle, is of course unknown. It will never be known until we finish the picture, if ever. 
What we wish to do here is to see to what extent this amalgamation process has gone on, and what the 
situation is at present, in understanding basic phenomena in terms of the smallest set of principles. To 
express it in a simple manner, what are things made of and how few elements are there? 
 

 



Google翻訳（無料） 
 
私たちの考えが正しいかどうかを判断する 3つ目の方法は、比較的大まかですが、おそらく最も強力な
方法です。それは、大まかな近似値を用いる方法です。アレヒンがなぜこの特定の駒を動かしたのかは
分からないかもしれませんが、状況から判断して賢明な行動であるため、彼がキングを守るために駒を
キングの周りに集めているということは、大まかに理解できるかもしれません。同様に、ゲームを理解
するという観点から、個々の駒が何をしているのかを理解していなくても、自然をある程度理解するこ
とは可能です。 

 
当初、自然現象は、熱、電気、力学、磁気、物質の性質、化学現象、光または光学、X線、原子核物理
学、重力、中間子現象など、大まかに分類されていました。しかし、目指すべきは、自然全体を一つの
現象群の異なる側面として捉えることです。これが、今日の基礎理論物理学における課題です。つま
り、実験の背後にある法則を見つけ出し、これらの分類を融合させることです。歴史的に、私たちは常
にそれらを融合させることができましたが、時が経つにつれて新しいものが発見されます。私たちは非
常にうまく融合させていたところ、突然 X線が発見されました。その後、さらに融合が進み、中間子が
発見されました。そのため、ゲームのどの段階でも、常にかなり乱雑に見えます。多くのものが融合さ
れているにもかかわらず、常に多くの線や糸があらゆる方向に伸びているのです。これが今日の状況で
あり、これから説明していきます。 

 
融合の歴史的な例をいくつか挙げましょう。まず、熱と力学を考えてみましょう。原子が運動している
とき、運動が激しいほど系に含まれる熱は多くなります。したがって、熱と温度の影響はすべて力学の
法則で表すことができます。もう一つの素晴らしい融合は、電気、磁気、光の関係の発見です。これら
は同じものの異なる側面であることが判明し、今日では電磁場と呼ばれています。もう一つの融合は、
化学現象、様々な物質の様々な性質、そして原子粒子の挙動の統一であり、これは化学の量子力学に当
てはまります。 

 
もちろん、問題は、すべてを融合し、この世界が一つのものの異なる側面を表しているだけであること
を発見できるかどうかです。誰も知りません。分かっているのは、私たちが研究を進めていく中で、ピ
ースを融合できることに気づき、そして合わないピースも見つけ、ジグソーパズルを組み立てようとし
続けるということです。ピースの数が有限であるかどうか、そしてパズルに境界線があるかどうかは、
もちろん分かりません。絵を完成させるまで、あるいは完成するまで、それは決して分かりません。こ
こで私たちがやりたいのは、この融合のプロセスがどの程度進んでいるのか、そして基本的な現象を最
小の原理の集合で理解する上で、現状はどうなっているのかを見ることです。簡単に言えば、物事は何
でできていて、要素はどれほど少ないのでしょうか？ 

 
 



DeepL（アカウントなし 1500字、無料アカウントでログイン 5000字まで、有料版あり） 
 
私たちの考えが正しいかどうかを見極める第三の方法は、比較的粗いものだが、おそらく最も強力な方
法である。つまり、おおよその近似によって判断するのだ。アレヒンがこの特定の手を打つ理由を説明
できなくとも、王を保護するために駒を王の周囲に集めていることを、おおよそ理解できるかもしれな
い。なぜなら、その状況下ではそれが合理的な行動だからだ。同様に、自然現象についても、あらゆる
細部が何をしているのかをゲーム理論の観点から完全に把握できなくとも、おおむね理解できることが
多い。 

当初、自然現象は熱、電気、力学、磁気、物質の性質、化学現象、光や光学、X線、核物理学、重力、
中間子現象などといった大まかな分類に分けられていた。しかし、目的は完全な自然を一つの現象体系
の異なる側面として捉えることにある。これが今日の基礎理論物理学における課題̶̶実験の背後にあ
る法則を見出すこと、これらの分類を統合することである。歴史的に、我々は常にそれらを統合してき
たが、時が経つにつれ新たな発見がなされる。統合が順調に進んでいた矢先、X線が発見された。さら
に統合を進めたところ、メソンが発見された。したがって、どの段階においても、状況は常にやや混沌
としている。多くの要素は統合されているが、あらゆる方向に無数の線や糸が垂れ下がっている状態
だ。これが今日の状況であり、我々はこれを説明しようとしている。 
統合の歴史的例をいくつか挙げよう。まず、熱と力学を考察する。原子が運動しているとき、運動量が
増せば増すほど、系はより多くの熱を含む。したがって、熱およびあらゆる温度効果は力学の法則によ
って表現できる。もう一つの巨大な統合は、電気・磁気・光の関係性の発見であった。これらは同じも
のの異なる側面であることが判明し、今日では電磁場と呼んでいる。別の統合は化学現象の統一であ
り、様々な物質の多様な性質と原子粒子の挙動が、化学の量子力学において統合されている。 
問題は、もちろん、あらゆるものを統合し、この世界が一つのものの異なる側面を表しているだけだと
発見することが可能かどうかだ。誰も知らない。私たちが知っているのは、進んでいくにつれて、断片
を統合できることを見つけ、それから合わない断片を見つけ、ジグソーパズルを組み立て続けようとし
ているということだけだ。ピースの数が有限であるか、あるいはパズルに境界線すら存在するかは、言
うまでもなく未知である。完成するまで（もし完成するとしても）決して明らかにはならない。ここで
我々が目指すのは、最小限の原理体系で基本現象を理解する上で、この統合プロセスがどこまで進み、
現状がどうなっているかを検証することだ。簡潔に表現すれば、物体は何でできており、その構成要素
は最小限に抑えられるのか？ 

 
 



ChatGPT 5.2 Auto（プランは Plus、オプションなし。「次の英文を日本語に翻訳してください。」の後
に原文を入力。） 

 
私たちの考えが正しいかどうかを見分ける第三の方法は、比較的粗雑ではあるが、おそらく最も強力な
ものである。それは「大まかな近似」による方法である。たとえば、アレヒンがなぜこの駒を動かすの
かを私たちは正確には分からないかもしれない。しかし、状況から考えて理にかなっているので、彼が
王を守るために駒を王の周囲に集めているのだろう、という程度にはおおよそ理解できる。同じよう
に、自然界についても、ゲームの理解にたとえて言えば、細かな一つ一つの要素が何をしているかをす
べて見通せなくても、私たちはしばしば「だいたいのところ」を理解することができる。 

 
最初、自然現象は、熱、電気、力学、磁気、物質の性質、化学現象、光（光学）、X線、原子核物理、
重力、メソン現象などといった具合に、おおまかな分類に分けられていた。しかし目標は、自然全体を
一組の現象のさまざまな側面として捉えることである。すなわち、今日の基礎理論物理学の問題とは、
実験の背後にある法則を見つけ、これらの分類を統合することである。歴史的に見れば、私たちは常に
それらを統合してきたが、時代が進むと新しいものが見つかる。うまく統合が進んでいると思った矢先
に X線が発見され、さらに統合を進めるとメソンが発見された。したがって、どの段階においても状況
はいつもかなり雑然として見える。多くは統合されているが、あらゆる方向に未整理の「線」や「糸」
がぶら下がっているのである。これが現在の状況であり、これからそれを説明していこう。 

 
統合の歴史的な例をいくつか挙げよう。まず熱と力学である。原子が運動しているとき、運動が激しい
ほど系は多くの熱を持つ。したがって熱や温度に関するあらゆる効果は力学の法則で表すことができ
る。もう一つの驚くべき統合は、電気・磁気・光の関係の発見である。これらは同じものの異なる側面
であり、今日では電磁場と呼ばれている。また別の統合として、化学現象、さまざまな物質の性質、そ
して原子粒子の振る舞いの統一がある。これは化学の量子力学の中に表されている。 

 
もちろん問題は、すべてを統合することが可能なのか、そしてこの世界がただ一つのもののさまざまな
側面にすぎないと分かるのか、ということである。誰にも分からない。私たちに分かっているのは、研
究を進めるにつれて、いくつかの部分は統合できるが、うまく合わない部分も見つかり、ジグソーパズ
ルを組み立て続けている、ということだけである。ピースの数が有限なのか、そもそもパズルに外枠が
存在するのかさえも不明である。もし完成することがあるとしても、絵が完成するまでは決して分から
ないだろう。ここで私たちがしたいのは、この統合の過程がどこまで進んできたのか、そして現在、最
も少数の原理によって基本現象をどこまで理解できているのかを見ていくことである。簡単に言えば、
「物質は何からできているのか」「その基本要素はいくつあるのか」という問いである。 

 



ChatGPT5.2 Thinking + 翻訳時の定型プロンプトを使用（プランは Plus、「あなたはプロの科学者であ
り、科学分野の翻訳家です。以下の英文を日本語に翻訳してください。翻訳結果のみ出力し、説明は不
要です。」の後に原文を入力。） 

 
私たちの考えが正しいかどうかを見分ける第三の方法は、比較的荒っぽいのですが、おそらく最も強力
なものです。つまり「大まかな近似」による方法です。アレクサンドル・アレヒンがなぜこの駒を動か
すのかを逐一言い当てられなくても、少なくとも「王を守るために、駒を王のまわりに集めているのだ
な」といった具合に、状況に照らしてもっともらしく理解することはできるでしょう。同じように、ゲ
ームの理解になぞらえるなら、自然についても、細部の一つ一つが何をしているかは見えなくても、し
ばしば「だいたいのところ」は理解できるのです。 

 
自然の現象は当初、熱、電気、力学、磁気、物質の性質、化学現象、光（光学）、X線、原子核物理、
重力、メソン現象などといった具合に、大まかに分類されていました。しかし目標は、自然全体を、た
だ一つの現象群の別々の側面として見ることです。これこそが、今日の基礎理論物理学の課題̶̶すな
わち、実験の背後にある法則を見いだし、これらの分類を統合すること̶̶なのです。歴史的に見れ
ば、私たちは常に統合に成功してきましたが、時間がたつにつれて新しいものが見つかります。統合は
たいへんうまく進んでいたのに、突然 X線が発見されました。そこでさらに統合を進めると、今度はメ
ソンが見つかりました。したがって、ゲームのどの段階でも、全体はどうしてもごちゃごちゃして見え
るものです。多くのものが統合されてはいるのですが、いつでもあちこちの方向に、たくさんの“配線”
や“糸”がぶら下がっている。現在の状況もまさにそうであり、これからそれを描写してみようと思いま
す。 

 
統合の歴史的な例をいくつか挙げましょう。まず熱と力学です。原子が運動しているとき、運動が大き
いほど系が含む熱は多くなります。したがって、熱や温度に関するあらゆる効果は、力学の法則で表せ
るのです。もう一つの大きな統合は、電気・磁気・光の関係の発見でした。これらは同じものの異なる
側面であり、今日ではそれを電磁場と呼んでいます。さらに別の統合として、化学現象、さまざまな物
質の多様な性質、そして原子粒子のふるまいが結びつけられます。これは化学の量子力学における統一
です。 

 
もちろん問題は、あらゆるものを統合し、この世界が結局は「一つのもの」のさまざまな側面にすぎな
いと発見できるのか、ということです。誰にも分かりません。分かっているのは、進んでいくにつれ
て、いくつかの“断片”は統合できるのに、うまく合わない断片も見つかり、私たちはジグソーパズルを
組み上げようと努力し続ける、ということです。断片の数が有限なのかどうか、そもそもパズルに外枠
があるのかどうかさえ、当然ながら不明です。もし完成できるとしても、絵を完成させてみるまでは決
して分からないでしょう。ここで私たちがしたいのは、この統合の過程がどこまで進んだのか、そして
現在の状況がどうなっているのかを見極めることです。できるだけ少ない原理の集合で基礎的な現象を
理解する、という観点からです。もっと平たく言えば、物は何からできていて、要素はいくつまで減ら
せるのか、という問いです。 



PLaMo翻訳（無料・有料版あり） 
 
私たちの考えが正しいかどうかを判断する第三の方法は、比較的粗雑ではあるものの、おそらく最も強
力な手法である。それは「大まかな近似」による方法だ。アレヒンがこの特定の駒を動かした理由を正
確に説明できなくても、おそらく彼は、状況的に当然の判断として、王を守るために駒を周囲に配置し
ているのだと大まかに理解できるだろう。同様に、ゲームの原理を理解していれば、個々の小さな要素
の動きを正確に把握できなくても、自然現象をある程度まで理解することが可能である。 

 
最初の頃、自然界の現象は熱、電気、力学、磁気、物質の性質、化学現象、光あるいは光学、X線、核
物理学、重力、中間子現象などのように、大まかに分類されていた。しかし、究極の目標は、これらす
べての異なる現象を、一つの統一された現象体系の異なる側面として捉えることにある。これこそが現
代基礎理論物理学の課題――実験結果の背後にある法則を見出し、これら多様な現象群を統合すること
である。歴史的に見て、私たちは常にこれらの現象を統合する能力を持っていたが、時が経つにつれて
新たな発見がなされてきた。私たちが非常にうまく統合を進めていた矢先に、突然 X線が発見された。
さらに統合を進めると、今度は中間子が発見された。このように、ゲームのどの段階においても、状況
は常にかなり混沌とした様相を呈している。多くのものが統合されているものの、常に無数の糸や要素
があらゆる方向に垂れ下がっている。これが現在の状況であり、私たちはこれを説明しようと試みるも
のである。 
統合の歴史的事例として以下の例が挙げられる。まず熱と力学について考えてみよう。原子が運動して
いる場合、その運動が大きいほど系はより多くの熱を含み、したがって熱およびすべての温度効果は力
学の法則によって記述可能となる。もう一つの画期的な統合は、電気、磁気、光の間に存在する関係性
の発見である。これらは実際には同一の現象の異なる側面であることが判明し、現在では電磁場として
知られている。さらにもう一つの統合は、化学現象の統一、各種物質の多様な性質、そして原子粒子の
振る舞いを、化学の量子力学において統合した事例である。 
問題は当然、すべてを統合し、この世界が実は一つの事象の異なる側面を表しているという事実を発見
できるかどうかという点にある。現時点では誰にもわからない。我々が知っているのは、探求を進める
につれて部分部分を統合できる一方で、適合しない部分も見つかり、ジグソーパズルを完成させるべく
試行錯誤を続けているという事実だけだ。ピースの数が有限であるかどうか、またこのパズルに境界が
存在するかどうかは、もちろん未知である。この問題は、絵が完成するまで、つまり完成することさえ
あるのかどうか、決して明らかにはならないだろう。ここで我々が行いたいのは、この統合プロセスが
どの程度まで進展しているか、また基本現象を最も少ない基本原理のセットで理解するという観点か
ら、現在の状況を把握することである。簡潔に言えば、物事は何から成り立っており、基本的な要素は
いくつ存在するのかということである。 


